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１．はじめに 

 火成活動が地層処分システムに及ぼす影響については，マグマの貫入あるいは噴出による処分施設および廃

棄体の直接的な破損のほか，マグマの熱等による地温上昇や熱水対流の発生，熱水・火山ガスの混入による地下水

の水質変化等が考えられており，これらの諸現象は，最終処分事業におけるサイト選定や処分システムの設計・施

工等に際して十分に留意する必要がある．そのため，概要調査地区等の選定に際しては，将来にわたる潜在的なリ

スクを排除する観点からも，対象とする地域の地下深部にマグマや高温流体等が存在する可能性をあらかじめ確認

しておくことが不可欠であり，そのための調査技術を整備しておくことが重要となる． 

  本報では，地下深部のマグマ・高温流体等に関する調査技術として，特に，自然地震を用いた地震波トモグ

ラフィー法，地磁気地電流（magneto-telluric；以下，MT）法の鬼首・鳴子火山地域および紀伊半島南部地域への

適用事例について述べる． 

 

２．鬼首・鳴子火山地域 

 東北日本における鳴子火山を通る東西測線での MT 法観測を行い，Ogawa and Uchida (1996)によるアルゴリ

ズムを用いて地殻の二次元比抵抗構造を推定した。その結果，鳴子火山下の地殻に 100Ωm 以下の顕著な低比抵抗

体が認められ，上部地殻においてこの低比抵抗体は深くなるにつれて水平方向に拡がっているようにイメージされ

た．このような低比抵抗体分布の特徴は地震波トモグラフィー法によって推定された地震波低速度体の分布

（Nakajima and Hasegawa, 2003）と良く一致している．また，上部地殻において発生している浅発地震の震源の

ほとんどはこの低比抵抗体以浅に位置しており，地殻深部における低周波微小地震は，下部地殻における低比抵抗

体の端部に集中して発生していることなどから，この低比抵抗体がマグマやそれに関連する高温流体の存在を示唆

していると考えられる。 

 

３．紀伊半島南部地域 

 紀伊半島中-南部においては，非火山地帯であるにもかかわらず，高い地殻熱流量が観測されているとともに，

湯の峰（92.5℃）や白浜（78℃）等の高温泉が認められている（金原, 1992）．サイクル機構では，本地域におい

て東西測線での MT 法観測を行い，深さ 30km までの二次元比抵抗構造を求めた。その結果，紀伊半島南西部下の深

さ 10-15km において 10Ωm 以下の低比抵抗層が水平からやや西傾斜で存在していることが明らかになった。しかし

ながら，地震波トモグラフィー法による紀伊半島下の三次元地震波速度構造（Salah and Zhao, 2003）によれば，

高温泉が分布する領域下の地殻においては顕著な低速度域や高ポアソン比異常体は認められていない。一方で，低

比抵抗層の内部及びそれ以深の地殻において浅発地震が発生していることから，これがマグマの存在を示している

とは考えにくい。本解析によって見出された低比抵抗体は，地殻中-上部において見られ，地殻最深部までは連続

していないようにイメージされるが，低周波微動の震源が分布する領域の直上に位置していることなどから，この

低比抵抗体は，その下位に位置するフィリピン海スラブからの脱水に伴う流体が地殻内に上昇した様子を映し出し

ていると考えられる． 
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